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研究題目 ノルウェー伝統楽器「ハーディングフェーレ」伝統曲をピアノ等の楽器で演奏するた
めのブックレットCD制作

報告書作成者 酒井 絵美

研究従事者 酒井 絵美、高梨 菖子

研究目的

　従来、ノルウェーの伝統音楽にピアノは使われてこなかった。ピアノが使われてこなかったことの理由として、伝統音楽に
は微分音が用いられていること、伝統音楽は口頭伝承で伝わってきたため、西洋楽器の演奏者にとっては譜面が使えないこと
が障害となったことなどが挙げられる。
　本研究の目的は、楽譜を通して演奏技術を習得してきた西洋音楽愛好家の方に、音源に楽譜を添えて伝統音楽を紹介するこ
とで、伝統音楽へのアプローチを容易にすることである。様々な人が気軽に自身の親しんだ楽器で演奏できるよう、演奏する
にあたり必要となるハーディングフェーレや伝統曲に関する情報も整理した。　



研究概要報告書　【音楽振興部門】
（  /  ）

様式－９（２）

研究内容

　ハーディングフェーレの伝統曲の中から6曲を選び、自身で録音と採譜を行った。
選曲基準はそれぞれ以下の通りである。ジャンルとチューニングが多岐にわたるように留意した。

1. Huldreslått I & II：ジャンルはフルドレスロット (huldreslåttt)。G. Tveitt がオーケストラ曲 “Hundrad Folketonar frå Hardanger 

(ハルダンゲルの100の旋律)” , Op. 151 組曲第2番第25曲に編曲した原曲作品。チューニングは<<huldrestille>> A-D-F#-E [a, f#, 

e, d, (b)]
2. Fanitullen：ハーディングフェーレの伝統曲の中で最も有名。チューニングは<<trollstille>> A-E-A-C# [a, f#, e, c#, (b)]

3. Likferdslåtten：ジャンルは2拍子系のガンガル (gangar)。葬送曲。チューニングは<<vanlig stille>> A-D-A-E [a, f#, e, d, (b)]

4. Rammeslått I & II：ジャンルはハリング (halling)。録音では伝統に則った即興方法を提示した。チューニングは<<gorrlaus>> 

F-D-A-E [a. f. e, d, a]
5. Røven：ジャンルは3拍子系のガンガル (gangar)。E. Griegがピアノ曲 “Slåtter（ノルウェーの農民舞曲）”, Op.72 14曲 

“Tussebrureferda på Vossevangen” に編曲した原曲作品。チューニングは<<nedstilt bass>> G-D-A-E [a, g, e, d, (b)]

6. Brureslått：ジャンルはルッル (rull)。結婚式の曲。チューニングは<<nedstilt kvint og bass>> G-D-A-D [a, f#, e, d, (b)]

   Vetla jento mi：ジャンルはスプリンガル (springar)。ノルウェーではケルト音楽のように複数の曲を並べて演奏するというこ
   とは普通しないが、編曲の楽しみとして異なる曲をメドレーのように演奏した。チューニングは同上。

　また、ハーディングフェーレに関する基本情報を整理し、ピアノ等の楽器でこれらの曲を演奏するための音源や楽譜の使い
方を掲載した。
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研究のポイント 　ハーディングフェーレを含む民俗音楽は一般的に口頭伝承で伝えられ、楽譜は用いない。しかし、ノルウェーの伝統音楽に
触れる機会のない日本で、音のみから音楽を演奏するための情報を得ることは不可能である。報告者は、演奏者と音楽民族学
者という、インサイダー、アウトサイダーとしての両方の着眼から、自分が耳で覚えた音楽を採譜した。そのことによって、
これまでとは違う伝統曲の解釈も行えるようになった。
　制作したブックレットCDは、ハーディングフェーレに関する日本語で読める初めての出版物であり、ピアノなどの演奏者に
とっても実用的な情報を、文章と音源の両方でまとめたものである。

研究結果 ①日本語ではこれまで一冊もなかったハーディングフェーレに関する楽譜付きブックレットCDを発表したことで、ピアノを使
った伝統音楽のアンサンブルという新しい境地への可能性を示せた。
②伝統曲の分析を進めることで、報告者自身が伝統曲についての理解を深めることができた。このことで、コロナが収束して
アンサンブルができるようになった時に、より面白い楽曲を創造することが可能となった。

今後の課題 　今回の研究では、コロナ禍で世界中の人がアンサンブルを行うのが難しい特殊な状況下において、報告者も安全に研究を遂
行でき、成果物を手にした人も自宅で安全に音楽を楽しめるように、まずはハーディングフェーレのソロでのブックレット
CDを制作し、ピアノでの伝統曲の演奏の方法を提示した。
　研究開始時に目的としていた「①従来ピアノが使われてこなかった北欧・ケルト音楽にピアノを導入し、伝統楽器とピアノ
のためのオリジナル楽曲と編曲作品を作ることで、北欧・ケルトの民族音楽を進化させると同時に、ピアノの民族楽器として
の新しい可能性を開く。②誰もが気軽にピアノで民族音楽に親しめるように、新曲・編曲作品を、演奏のみならず楽譜・音源
という形で普及する。③そのことで、まだ日本では知名度の低い民族楽器を広めるとともにピアノの新たな可能性を現実化す
る。」ことを実行するための土台ができたため、今後状況が許し次第、アンサンブル作品をたくさん作っていきたい。
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ブックレットより一部抜粋




